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は
じ
め
に 

 

中
島
敦
（
一
九
〇
九
～
一
九
四
二
）
は
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
数
多
く
の
植
民

地
体
験
に
基
づ
い
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
「
関
東
州
」
租
借
地
の
主
要
都
市
で

あ
る
大
連
を
舞
台
と
し
た
『
Ｄ
市
七
月
叙
景
（
一
）
』
（
以
下
、
『
Ｄ
市
』
）
の

場
合
は
、
中
島
が
一
高
在
学
中
、
大
連
二
中
で
教
諭
を
務
め
る
父
を
見
舞
っ
た
際

の
見
聞
や
療
養
所
で
耳
に
し
た
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
、
満
鉄
）
に
つ
い

て
の
噂
を
も
と
に
、
止
め
ら
れ
な
い
吃
逆
に
悩
ま
さ
れ
る
退
職
直
前
の
「
Ｍ
社
」

総
裁
Ｙ
氏
、
海
水
浴
場
で
休
日
を
過
ご
す
社
員
家
族
、
無
銭
飲
食
で
打
ち
据
え
ら

れ
る
失
業
苦
力
の
そ
れ
ぞ
れ
を
主
人
公
と
し
た
三
つ
の
物
語
で
構
成
さ
れ
、
一
九

三
〇
年
一
月
中
編
小
説
と
し
て
『
校
友
会
雑
誌
』
三
二
五
号
に
発
表
さ
れ
た
。 

表
題
の
「
Ｄ
市
」
と
「
Ｍ
社
」
は
「
大
連
」
と
「
満
鉄
」
の
頭
文
字
を
暗
号
化

し
た
表
現
で
あ
り
、

（
１
）

ま
た
Ｙ
氏
と
い
う
人
物
は
、
当
時
の
満
鉄
総
裁
・
山
本
条
太

郎
（
２
）

が
モ
デ
ル
と
推
測
さ
れ
る
。
文
末
で
は
「
（
未
完
）
」
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
の
大
学
時
代
、
中
島
は
創
作
か
ら
遠
ざ
か
り
休
筆
し
て
い
た
。
そ
の
原
因
は

発
表
舞
台
（
『
校
友
会
雑
誌
』
）
を
高
校
卒
業
で
失
っ
た
た
め
や
、
朝
鮮
や
中
国

の
悲
惨
な
現
状
を
描
く
こ
と
が
検
閲
の
面
で
不
安
な
点
が
あ
っ
た
た
め
と
藤
村
猛

は
主
張
し
て
い
る
。

（
３
） 

『
Ｄ
市
』
を
め
ぐ
る
植
民
地
表
象
論
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
は
創
作
素
材

と
作
品
に
お
け
る
植
民
地
批
判
の
視
点
が
多
い
。
例
え
ば
、
佐
々
木
充
は
「
叙
景
」

と
い
う
こ
と
が
「
た
ち
ま
ち
現
実
批
判
・
告
発
に
な
っ
て
ゆ
く
道
筋
が
、
こ
こ
に

は
も
う
見
え
て
い
る
」
と
作
品
の
批
判
性
を
評
し
て
い
る
。

（
４
）

川
村
湊
は
『
Ｄ
市
』

で
の
「
被
植
民
階
級
と
植
民
者
の
階
層
と
は
、
や
や
図
式
的
な
対
立
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
」
と
物
語
に
お
け
る
対
立
的
階
層
性

を
指
摘
し
、
ま
た
宗
主
国
民
で
あ
る
日
本
人
の
生
活
に
「
忍
び
寄
っ
て
く
る
不
吉

な
も
の
の
影
、
〝
植
民
地
生
活
〟
そ
の
も
の
に
本
質
的
に
内
在
し
て
い
る
よ
う
な

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
や
怯お

び

え
、
恐
怖
や
不
安
も
そ
こ
に
は
あ
っ
た
」
と
、
植
民
地
生
活

の
本
質
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
５
）

安
福
智
行
は
満
鉄
の
「
御
用
」
新
聞
と
見
な
さ
れ
る

『
満
洲
日
報
』
を
考
察
対
象
に
、
作
品
が
「
「
満
洲
日
報
」
と
い
う
新
聞
を
題
材

に
し
て
、
上
層
・
中
層
・
下
層
階
級
を
象
徴
す
る
人
物
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
描
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
６
）

小
谷
汪
之
は
、
中
島
が
中
国

人
苦
力
た
ち
と
直
接
に
言
葉
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
が
、
「
彼
ら
の
苦
境
に
あ
え
ぐ

姿
は
到
る
所
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
〔
中
略
〕
彼
ら
の
窮
状
の
背
景
に
あ
る

大
連
の
経
済
状
況
を
リ
ア
ル
に
描
い
て
」
、
「
日
本
や
朝
鮮
や
中
国
の
政
治
の
動

き
や
社
会
的
、
経
済
的
状
況
に
広
く
目
を
配
っ
て
い
た
」
と
中
島
の
植
民
地
情
勢

へ
の
注
目
お
よ
び
物
語
の
成
立
へ
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
７
） 

中
島
敦
『
Ｄ
市
七
月
叙
景
（
一
）』
論

― 

異
種
混
淆
の
植
民
地
表
象
を
中
心
に 

―

閻　
　
　

正　

昊
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先
行
研
究
で
は
、
中
島
の
植
民
地
社
会
へ
の
関
心
、
お
よ
び
そ
れ
を
物
語
化
す

る
姿
勢
を
軸
に
、
作
中
の
植
民
地
表
象
に
焦
点
を
当
て
て
、
作
品
の
構
成
と
物
語

に
お
け
る
批
判
性
を
め
ぐ
っ
て
分
析
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
、
ま
た
物
語
に
お
け

る
植
民
地
社
会
の
諸
民
族
像
も
、
階
級
間
の
格
差
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
中
島
の
初
期
作
品
と
し
て
の
『
Ｄ
市
』
に
お
け
る
作
家
の
植
民
地
体
験
に
よ

る
創
作
意
識
を
軽
視
し
、
従
っ
て
作
中
の
植
民
地
表
象
を
そ
の
階
級
性
や
批
判
性

し
か
取
り
扱
わ
な
い
論
調
は
、
前
述
の
諸
視
座
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
物
語
に

お
け
る
植
民
地
風
景
の
異
種
混
淆
性
へ
の
関
心
の
低
さ
を
露
呈
し
て
い
る
。 

そ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
植
民
地
の
社
会
と
階
層
の
描
写
に
注
目
し
た
視
座

が
多
く
あ
る
が
、
そ
の
描
写
に
お
け
る
異
種
混
淆
性
の
語
り
方
を
明
晰
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
異
種
混
淆
を
、
階
級
や
支
配
・
被
支
配
の
関
係
と
関
連
し

て
い
る
異
な
る
民
族
や
文
化
が
、
一
つ
の
植
民
地
に
混
在
す
る
状
態
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
の
視
点
に
立
て
ば
、
異
民
族
・
異
階
級
の
三
つ
の
「
叙
景
」
か
ら
成
る

『
Ｄ
市
』
の
物
語
か
ら
は
、
三
つ
の
物
語
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
描
か
れ
た
植
民
地

表
象
の
異
種
混
淆
性
が
う
か
が
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
ま
ず
中
島
の
大
連
体
験
を

検
討
し
、
そ
の
上
で
三
つ
の
「
叙
景
」
の
異
種
混
淆
性
を
考
察
し
た
い
。 

 

一 

異
種
混
淆
の
植
民
地
大
連
と
中
島
敦 

 

作
品
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
植
民
地
大
連
の
異
種
混
淆
性
と
中
島
の
大
連
体
験

を
整
理
す
る
。
「
満
洲
」
の
玄
関
口
と
見
な
さ
れ
た
「
関
東
州
」
は
、
そ
こ
を
拠

点
と
し
た
満
鉄
と
関
東
庁
な
ど
の
国
策
会
社
と
統
制
機
関
に
よ
り
、
日
本
の
「
満

洲
」
勢
力
圏
の
形
成
に
先
行
的
役
割
を
果
た
し
た
。 

一
方
、
地
理
学
に
お
け
る
植
民
地
都
市
へ
の
関
心
は
、
宗
主
国
に
よ
る
制
度
化

の
有
無
を
問
わ
な
い
民
族
別
居
住
分
化
・
宗
主
国
側
の
意
向
が
反
映
し
た
都
市
形

態
の
登
場
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
に
よ
っ
て
、
植
民
地
都
市
の
形
態
や
民

族
別
居
住
分
化
の
変
容
で
あ
る
と
水
内
俊
雄
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

（
８
）

植
民
地

大
連
の
地
政
学
に
お
け
る
雑
種
性
は
、
民
族
に
よ
り
は
っ
き
り
と
棲
み
分
け
ら
れ
、

宗
主
国
に
対
し
機
能
的
な
計
画
都
市
と
し
て
の
身
分
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
て
、

（
９
）

そ
れ
に
よ
る
異
民
族
・
異
階
級
間
の
文
化
的
差
異
と
不
平
等
な
支
配
政
策
に
よ
り
、

宗
主
国
日
本
の
文
化
を
土
台
と
し
て
、
元
支
配
者
の
ロ
シ
ア
と
、
被
植
民
者
の
中

国
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
と
が
共
存
す
る
異
種
混
淆
的
な
言
説
空
間
を
文
学
者
に
与
え

た
。 以

上
の
視
点
に
基
づ
き
、
植
民
地
大
連
の
異
種
混
淆
に
お
い
て
は
、
同
一
の
植

民
地
空
間
に
お
け
る
宗
主
国
民
と
被
植
民
者
の
併
存
、
ま
た
文
化
上
の
「
混
血
」

が
果
た
さ
れ
た
。「
モ
ダ
ン
都
市
」
大
連
で
植
民
地
体
験
を
味
わ
っ
た
文
学
者
は
、

雑
種
化
さ
れ
た
社
会
に
併
存
し
て
い
る
多
元
的
な
民
族
・
文
化
・
階
級
へ
の
持
続

的
関
心
が
、
そ
の
「
混
血
」
に
よ
っ
て
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
植
民
地
支

配
体
制
の
構
築
と
変
貌
を
中
心
に
、
近
代
文
壇
に
お
け
る
『
Ｄ
市
』
の
位
置
づ
け

は
、
物
語
化
さ
れ
た
植
民
地
表
象
を
主
軸
と
し
て
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。 

長
期
滞
在
で
は
な
い
中
島
の
「
満
洲
」
体
験
は
、
「
「
旅
行
」
と
「
居
住
」
と

の
間
の
、
「
一
時
的
な
滞
在
（
寄
寓
）
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
も
っ
と
も
適
切
」

だ
と
川
村
湊
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、

（
１
０
）

寄
寓
に
よ
り
能
動
的
に
身
に
つ
け
た
こ
と

が
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
上
、
「
生
れ
は
東
京
。
そ
の
後
処
々
を
放
浪
。
従

つ
て
、
故
郷
と
い
ふ
言
葉
の
も
つ
（
と
人
々
の
い
ふ
）
感
じ
は
一
向
わ
か
り
ま
せ

ん
」
と
一
九
三
七
年
発
表
の
『
お
国
自
慢
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

（
１
１
）

中
島
は
幼

少
期
の
植
民
地
転
居
に
よ
る
郷
土
（
「
お
国
」
）
意
識
の
欠
如
を
自
認
し
て
お
り
、

多
く
の
植
民
地
体
験
を
経
た
自
分
の
生
涯
を
「
放
浪
」
生
活
と
し
て
い
る
。 
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（
10
）

（
11
）



 

中
島
の
植
民
地
体
験
の
一
部
と
な
る
大
連
体
験
を
ま
と
め
る
と
、
中
学
時
代
の

彼
は
一
九
二
四
年
の
夏
、
従
兄
弟
と
と
も
に
旅
順
在
住
の
叔
父
を
一
ヶ
月
ほ
ど
訪

ね
た
。
旅
行
の
間
に
、
彼
は
旅
順
の
戦
跡
を
見
学
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

（
１
２
）

父
が
一
九
二
五
年
大
連
に
転
勤
し
た
後
、
中
島
は
一
九
二
六
年
か
ら
一
九

三
一
年
ま
で
毎
年
大
連
へ
帰
省
し
、
ま
た
年
譜
に
よ
る
と
、
一
九
二
七
年
八
月
、

「
帰
省
中
に
湿
性
肋
膜
炎
に
か
か
り
大
連
の
満
鉄
病
院
に
入
院
、
一
年
間
休
学
す

る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
い
う
闘
病
生
活
を
過
ご
し
た
。

（
１
３
）

一
九
二
七
年
頃
に
執
筆
さ

れ
た
断
片
の
『
病
気
に
な
つ
た
時
の
こ
と
』
で
は
、
中
島
は
病
院
か
ら
眺
め
た
大

連
の
風
景
を
次
の
よ
う
に
描
き
出
し
て
い
る
。 

そ
の
向
ふ
側
に
は
大
和
尚
の
山
々
も
見
え
た
。
そ
し
て
す
ぐ
下
に
は
ご
み

ご
み
し
た
支
那
人
町
だ
の
、
所
々
に
高
く
立
つ
洋
風
の
家
々
の
交
つ
た
大
連

の
町
が
見
え
た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
三
巻
、
三
九
三
頁
） 

町
の
隅
々
に
あ
る
支
那
町
を
の
ぞ
い
て
は
、
大
抵
は
洋
館
ば
か
り
が
そ
ろ

つ
て
居
た
。
其
の
間
々
か
ら
、
紅
獅
子
と
赤
く
か
い
た
支
那
煙
草
の
広
告
だ

の
、
所
々
の
公
園
の
立
木
だ
の
、
稀
に
あ
る
日
本
の
寺
院
だ
の
が
覗
い
て
居

た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
三
巻
、
三
九
四
頁
） 

引
用
文
で
は
実
写
風
に
大
連
の
風
景
を
描
写
し
て
お
り
、
『
Ｄ
市
』
に
お
け
る

「
叙
景
」
の
成
立
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
面
の
植
民
地
表
象
を
観
る
と
、

中
島
の
都
市
景
観
へ
の
注
目
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
向
が
分
か
る
。
こ
の
断
片
で
描

写
さ
れ
る
大
連
の
風
景
は
、
植
民
地
に
お
け
る
日
本
人
の
認
識
に
よ
り
〈
文
明
開

化
〉
の
象
徴
で
あ
る
「
洋
風
」
の
建
築
を
築
い
て
き
た
景
観
に
限
ら
ず
、
「
ご
み

ご
み
し
た
支
那
人
町
」
や
、
「
所
々
に
高
く
立
つ
洋
風
の
家
々
の
交
つ
た
」
表
現

で
は
、
民
族
に
よ
る
居
住
区
の
分
化
と
住
環
境
の
差
異
も
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、

「
紅
獅
子
と
赤
く
か
い
た
支
那
煙
草
の
広
告
」
と
「
日
本
の
寺
院
」
の
対
立
を
も

っ
て
、
中
島
の
〈
支
那
〉
と
〈
日
本
〉
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
事
物
の
併
存
、
即
ち

異
な
る
民
族
文
化
の
混
在
へ
の
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。 

夏
目
漱
石
『
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
』
（
一
九
〇
九
）
な
ど
の
日
本
人
に
よ
る
近
代

紀
行
文
学
の
大
連
像
で
は
、
中
国
関
連
の
表
象
が
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
異
民
族
の
も
の
を
〈
他
者
〉
と
し
て
扱
い
、
ま
た
差
別
的
な
眼
差
し
で
目

を
向
け
た
も
の
が
多
い
。

（
１
４
）

そ
れ
と
比
べ
て
、
中
島
は
大
連
風
景
を
描
写
し
た
断
片

に
お
い
て
、
被
支
配
民
族
へ
の
嫌
悪
を
吐
露
せ
ず
に
、
現
実
世
界
の
客
観
的
実
在

で
あ
る
異
種
混
淆
の
実
態
を
如
実
に
記
録
し
よ
う
と
試
み
た
。 

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
中
島
は
自
分
の
大
連
体
験
で
認
識
し
た
異
種
混
淆
性
に

注
目
し
て
い
た
こ
と
が
見
い
だ
せ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
民
族
・
多
文
化
が

併
存
す
る
植
民
地
大
連
が
中
島
文
学
に
お
い
て
、
そ
の
異
種
混
淆
性
ヘ
の
気
付
き

を
与
え
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

二 

最
高
権
力
者
を
見
る
植
民
地
都
市
風
景 

 

こ
こ
で
ま
ず
、
『
Ｄ
市
』
第
一
部
分
に
お
け
る
植
民
地
権
力
者
像
と
彼
が
見
た

植
民
地
風
景
か
ら
、
物
語
の
異
種
混
淆
性
を
考
察
す
る
。
冒
頭
で
は
、
中
島
が
一

連
の
対
話
と
動
作
表
現
で
、
「
南
満
洲
の
王
様
」
と
呼
ば
れ
る
主
人
公
Ｙ
氏
の
「
小

さ
な
吃
逆
」
で
慌
た
だ
し
い
様
子
を
描
き
出
し
て
い
る
。 

「
帽
子
！
」 

「
ス
テ
ッ
キ
！
」 

「
オ
イ
、
さ
つ
さ
と
せ
ん
か
。
」 

そ
れ
等
の
言
葉
を
吐
き
出
す
間
に
も
、
小
さ
な
吃
逆
が
、
と
め
ど
な
く
胃

の
底
か
ら
と
び
出
し
て
来
て
、
彼
の
言
葉
を
妨
げ
る
の
で
あ
つ
た
。
別
に
急
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ぎ
も
し
な
い
の
に
、
彼
は
し
き
り
に
い
ら
〳
〵
し
て
夫
人
や
女
中
達
を
叱
り

と
ば
し
た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
六
五
頁
） 

「
Ｍ
社
」
の
「
大
総
裁
」
と
呼
ば
れ
、
植
民
地
権
力
の
核
心
に
い
る
Ｙ
氏
が
登

場
す
る
や
否
や
、
そ
の
喜
怒
哀
楽
が
戯
画
化
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、
第
一
部
分
の

物
語
に
諷
刺
的
な
基
調
を
定
着
さ
せ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
「
王
様
」
が
激
し
い

吃
逆
に
屈
伏
し
た
様
子
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。 

全
く
、
南
満
洲
の
王
様
も―

―

事
実
彼
は
王
様
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
関
東

州
だ
け
の
行
政
権
を
持
つ
て
居
る
に
す
ぎ
な
い
関
東
庁
長
官
な
ど
の
威
勢
は
、

と
て
も
彼
の
足
下
に
も
及
ば
な
か
つ
た
。―

―

此
の
痛
烈
な
全
身
的
の
震
動

に
は
す
つ
か
り
手
古
ず
つ
て
了
つ
た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
六
六

頁
） 

「
権
威
や
冷
徹
さ
を
見
せ
ず
、
却
っ
て
吃
逆
と
い
う
自
分
の
身
体
の
内
部
に
起

こ
る
不
随
筋
の
痙
攣
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
、
振
り
回
さ
れ
、
そ
し
て
自
意
識
に
よ

っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
」
と
陳
佳
敏
が
評
し
て
い
る
よ
う

に
、

（
１
５
）

「
関
東
庁
長
官
な
ど
の
威
勢
は
、
と
て
も
彼
の
足
下
に
も
及
ば
な
か
つ
た
」

と
、
強
大
な
権
力
を
握
っ
て
い
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
る
Ｙ
氏
だ
が
、
吃
逆
に

「
手
古
ず
つ
て
了
つ
た
」
と
い
う
表
現
で
、
中
島
は
植
民
地
政
界
で
「
威
勢
」
を

振
る
う
最
高
権
力
者
の
、
小
さ
な
吃
逆
で
失
態
を
演
じ
る
戯
画
的
な
植
民
地
風
景

を
描
写
し
て
い
る
。 

こ
う
い
う
物
語
の
中
で
初
め
て
登
場
し
た
「
叙
景
」
は
、
Ｙ
氏
が
吃
逆
に
悩
み

つ
つ
「
パ
ッ
カ
ー
ド
に
乗
つ
て
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
ど
し
ん
と
腰
を
下
し
」
て
「
Ｍ

社
」
に
通
う
時
、
自
動
車
の
中
で
眺
め
る
植
民
地
市
街
の
様
子
で
あ
る
。 

車
は
ロ
シ
ヤ
町
か
ら
敷
島
広
場
の
方
に
出
た
。
〔
中
略
〕 

か
つ
と
し
た
日
ざ
し
が
白
い
鋪
道
の
照
り
返
し
と
共
に
ア
カ
シ
ヤ
の
街
路

樹
の
葉
を
萎
え
さ
せ
て
居
た
。
そ
の
下
に
休
ん
で
居
る
黄
包
車
に
は
、
口
を

あ
け
た
ま
ゝ
車
夫
が
ぐ
つ
た
り
後
に
よ
り
か
ゝ
つ
て
眠
つ
て
居
た
。
（
『
中

島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
六
七
頁
） 

引
用
文
で
は
、
「
ロ
シ
ヤ
町
」
か
ら
「
敷
島
広
場
」
へ
の
路
線
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
二
つ
の
地
名
は
、
植
民
地
大
連
に
実
在
し
た
日
本
風
の
町
名
で
あ
り
、
当

時
の
大
連
で
は
日
本
人
居
住
区
が
日
本
風
の
町
名
で
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
命
名

権
を
め
ぐ
る
支
配
の
実
態
を
映
し
て
い
る
。
「
ロ
シ
ヤ
町
」
は
ロ
シ
ア
支
配
時
代

に
、
旧
ダ
ル
ニ
ー
市
役
所
を
中
心
に
建
設
さ
れ
た
植
民
地
都
市
の
原
点
で
あ
り
、

Ｙ
氏
の
官
邸
の
原
型
で
あ
る
満
鉄
総
裁
公
邸
は
同
町
内
に
位
置
し
、
ロ
シ
ア
支
配

時
代
の
総
督
官
邸
を
流
用
し
て
い
る
建
物
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
敷
島
広
場
」
は

日
本
支
配
時
代
に
建
設
さ
れ
た
広
場
で
あ
る
。
敷
島
は
日
本
の
古
い
国
号
の
一
つ

で
あ
り
、
ま
た
旧
日
本
海
軍
の
戦
艦
の
艦
名
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
１
６
） 

「
ロ
シ
ヤ
町
」
か
ら
「
敷
島
広
場
」
の
ほ
う
に
出
る
路
線
は
、
総
裁
官
邸
か
ら

満
鉄
本
社
へ
の
通
路
で
あ
る
と
事
実
通
り
に
表
現
し
て
い
る
（
図
一
参
照
）

（
１
７
）

が
、

二
つ
の
地
名
は
、
植
民
地
の
地
名
を
持
つ
複

数
の
異
文
化
を
示
す
一
方
、
〈
ロ
シ
ヤ
〉
か

ら
〈
敷
島
〉
ま
で
と
い
う
植
民
地
支
配
に
お

け
る
宗
主
国
の
転
換
を
暗
示
す
る
作
意
も
読

み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
連
体
験
が
な
い
読

者
に
と
っ
て
は
、
二
つ
の
地
名
が
実
在
す
る

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

異
種
混
淆
の
実
態
と
日
本
の
植
民
地
支
配
権

の
確
立
史
を
、
そ
れ
ら
の
地
名
で
提
示
し
た

可
能
性
も
う
か
が
え
よ
う
。 

図一 「関東州」大連地図 

（一部、地名は筆者が加筆） 
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ま
た
、
引
用
文
で
登
場
し
た
「
ア
カ
シ
ヤ
」
と
「
黄
包
車
」
と
の
二
つ
の
事
物

も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ア
カ
シ
ヤ
は
、
ロ
シ
ア
支
配
時
代
か
ら
大
連
で
植
え
ら

れ
、
そ
の
後
は
大
連
の
代
表
的
な
植
木
と
し
て
名
高
い
。
一
方
、
主
に
上
海
で
呼

ば
れ
た
黄
包
車

ワ

ン

ポ

ー

ツ

も
、

（
１
８
）

植
民
地
の
異
種
性
を
強
め
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
表
象
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
。 

第
一
部
分
の
主
人
公
で
あ
る
Ｙ
氏
の
視
角
か
ら
考
え
る
と
、
二
つ
の
異
種
性
を

表
す
事
物
は
、
そ
の
無
気
力
な
様
子
が
植
民
地
の
権
力
者
を
表
象
し
、
本
部
分
の

諷
刺
的
な
基
調
と
相
ま
っ
て
、
植
民
地
風
景
を
「
萎
え
さ
せ
て
居
た
」
と
感
情
的

に
表
現
す
る
作
意
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
Ｙ
氏
が
「
Ｍ
社
」
に
着
い

た
後
、
Ｓ
理
事
と
次
の
会
話
を
し
て
い
る
。 

「
ど
う
も
Ｋ
時
報
は
、
い
か
ん
や
う
で
す
な
。
」 

「
え
？
」 

「
ど
う
や
ら
、
あ
の
重
大
事
件
の
こ
と
を
又
誇
張
し
て
書
い
と
る
様
で
す
。
」 

Ｓ
理
事
の
云
ふ
所
に
よ
る
と
、
何
で
も
そ
の
支
那
新
聞
は
大
き
く 

号

（
１
９
）

の

見
出
し
で
、
有
名
な
昨
年
の
事
件
の
こ
と
を
書
い
て
そ
の
下
に
、
又
し
て
も

例
の
打
倒
日
本
帝
国
主
義
を
付
け
加
へ
て
居
る
の
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
六
七
頁
） 

引
用
文
で
は
、
排
日
記
事
が
二
人
が
悩
ん
で
い
る
原
因
だ
と
暗
示
し
て
い
る
。

発
表
時
間
か
ら
観
る
と
、「
有
名
な
昨
年
の
事
件
」
は
当
時
真
相
を
隠
す
た
め
に
、

「
満
洲
某
重
大
事
件
」
と
日
本
政
府
側
に
呼
称
さ
れ
て
い
た
張
作
霖
爆
殺
事
件
だ

と
推
測
で
き
る
。
物
語
の
中
で
日
本
の
「
満
洲
」
支
配
に
大
き
く
影
響
し
た
張
作

霖
爆
殺
事
件
を
、
政
府
側
の
呼
称
で
あ
る
「
あ
の
重
大
事
件
」
と
し
て
登
場
さ
せ
、

植
民
地
権
力
者
の
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
読
者
に
現
実
世
界
に
お
け

る
植
民
地
支
配
の
形
成
史
を
暗
示
し
、
現
実
と
虚
構
の
区
別
を
曖
昧
に
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
Ｋ
時
報
を
掲
載
し
た
「
打
倒
日
本
帝
国
主
義
」
と
い
う
権
力
者
に
「
い

か
ん
や
う
」
と
否
定
さ
れ
た
排
日
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
原
文
の
ま
ま
で
引
用
さ
れ
て

い
る
の
も
、
被
支
配
者
の
意
識
面
に
お
け
る
帝
国
日
本
へ
の
不
服
従
を
明
示
し
た

上
、
植
民
地
に
お
け
る
宗
主
国
の
支
配
と
被
支
配
者
の
抵
抗
に
よ
る
軋
轢
を
浮
き

彫
り
に
し
て
い
る
。 

そ
の
上
、
「
満
鉄
を
去
る
に
臨
み 

正
副
両
総
裁
の
挨
拶
」
の
見
出
し
で
、
『
満

洲
日
報
』
夕
刊
一
九
二
九
年
七
月
二
十
三
日
付
で
掲
載
さ
れ
た
山
本
条
太
郎
の
挨

拶
文
が
、

（
２
０
）

物
語
で
は
「
諸
君
が
よ
く
先
進
国
民
た
る
の
襟
度
を
示
し
て
、
飽
く
迄

も
寛
容
を
持
す
る
と
共
に
、
そ
の
分
を
知
ら
ざ
る
驕
傲
の
態
度
に
対
し
て
は
深
く

之
を
警
め
、
我
が
権
益
の
守
る
べ
き
は
之
を
固
く
守
つ
て
、
中
国
国
民
が
信
を
列

強
に
失
ふ
こ
と
を
避
け
し
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
云
々
と
、
語
句
も
ほ
と
ん
ど
そ

の
ま
ま
に
、
Ｙ
氏
の
秘
書
に
頼
ん
だ
辞
任
挨
拶
の
原
稿
に
引
用
さ
れ
た
と
安
福
智

行
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
２
１
） 

こ
う
し
た
挨
拶
文
の
引
用
は
、
読
者
に
か
つ
て
現
実
世
界
で
起
こ
っ
た
事
件
へ

の
連
想
を
強
化
す
る
。
一
方
、
表
現
面
に
お
け
る
役
所
言
葉
と
話
し
言
葉
の
混
淆

は
、
官
僚
仕
事
の
煩
瑣
と
人
間
と
し
て
の
粗
末
さ
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
権

力
者
の
言
説
が
植
民
地
を
支
配
す
る
た
め
の
美
辞
麗
句
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
暗
示

し
、
植
民
地
支
配
体
制
の
虚
偽
性
を
皮
肉
を
込
め
て
表
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
る
ま
い
。 

 
三 
宗
主
国
民
一
家
が
送
る
植
民
地
生
活
の
諸
相 
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第
二
部
分
で
は
、
東
京
か
ら
「
Ｄ
市
」
に
渡
っ
て
き
た
「
Ｍ
社
」
社
員
倶
楽
部

の
書
記
長
「
彼
」
と
、
家
族
と
と
も
に
過
ご
し
た
光
景
を
描
写
し
て
い
る
。
「
彼
」

一
家
は
、
「
Ｄ
市
」
郊
外
に
あ
る
「
外
国
人
の
多
い
海
水
浴
場
の
近
く
に
家
を
借

り
て
」
、
和
や
か
な
休
日
を
楽
し
ん
だ
。
本
部
分
の
冒
頭
で
は
、
別
世
界
の
よ
う

な
美
し
い
海
岸
風
景
が
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。 

海
に
も
空
に
も
一
面
に
金
色
に
光
る
無
数
の
微
粒
子
が
躍
り
な
が
ら
充
満

し
て
居
た
。
の
ぼ
せ
上
つ
た
空
は
、
遠
く
水
平
線
近
く
に
、
ポ
ツ
と
立
昇
つ

た
硝
子
の
様
な
水
蒸
気
の
層
を
見
せ
、
〔
中
略
〕
砂
の
上
に
は
翠
と
朱
黄
の

明
る
い
オ
ー
ヴ
ァ
ー
を
着
け
た
ロ
シ
ヤ
の
娘
達
が
三
四
人
、
も
う
、
日
傘
を

ぐ
る
〳
〵
ま
は
し
な
が
ら
歩
い
て
居
た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
七

四
頁
） 

こ
の
箇
所
で
は
、
豊
か
な
表
現
力
に
よ
り
、
「
金
色
」
、
「
翠
と
朱
黄
」
な
ど

の
明
る
い
色
彩
を
携
え
て
、
物
語
の
基
調
を
明
る
く
し
て
い
る
。
光
っ
て
踊
る
「
微

粒
子
」
、
ま
た
「
硝
子
の
様
な
水
蒸
気
」
な
ど
の
繊
細
な
比
喩
表
現
で
、
や
や
冗

漫
な
「
叙
景
」
が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
異
民
族
で
あ
る
「
ロ
シ
ヤ
の
娘
達
」

が
植
民
地
港
町
に
お
け
る
海
水
浴
場
で
の
登
場
は
、
「
日
傘
を
ぐ
る
〳
〵
ま
は
」

す
動
作
を
伴
い
、
「
叙
景
」
の
雰
囲
気
を
活
発
に
し
な
が
ら
、
異
国
趣
味
が
溢
れ

た
植
民
地
風
景
の
構
図
を
表
現
し
て
い
る
。 

遊
び
終
え
た
後
の
夕
べ
、
家
族
と
近
所
の
ロ
シ
ア
人
と
の
交
流
の
中
で
、
次
の

よ
う
な
二
箇
所
の
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。 

湯
殿
の
す
ぐ
外
で
は
、
子
供
達
が
隣
家
の
ロ
シ
ヤ
人
の
男
の
子
と
一
緒
に

石
を
蹴
つ
て
で
も
遊
ん
で
居
る
ら
し
い
笑
声
が
聞
え
た
。（
『
中
島
敦
全
集
』

第
二
巻
、
七
八
頁
） 

 

丁
度
そ
の
時
、
窓
際
に
、
鮮
や
か
な
日
本
語
で
、
「
コ
ン
バ
ン
ハ
。
」
と

声
を
か
け
な
が
ら
、
隣
家
の
赤
髯
の
ロ
シ
ヤ
人
の
顔
が
現
れ
た
。
彼
は
、
此

の
有
様
に
驚
い
て
、
わ
け
も
分
ら
ず
に
真
似
を
し
て
笑
つ
た
。
（
『
中
島
敦

全
集
』
第
二
巻
、
八
一
頁
） 

中
島
は
、
大
連
と
同
じ
く
「
関
東
州
」
に
属
す
る
旅
順
に
滞
在
し
た
時
、
戦
跡

を
見
学
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
地
体
験
で
日
露
戦
争
史
を

実
感
し
た
こ
と
は
十
分
に
想
像
し
う
る
。
物
語
で
は
か
つ
て
日
露
戦
争
の
主
戦
場

で
あ
る
「
関
東
州
」
で
、
日
本
人
植
民
者
が
元
敵
対
者
の
ロ
シ
ア
人
と
平
穏
無
事

に
共
棲
し
て
い
る
場
面
は
、
読
者
に
か
つ
て
勃
発
し
た
植
民
地
戦
争
と
宗
主
国
転

換
の
歴
史
を
対
比
し
や
す
く
し
て
い
る
。 

一
方
、
片
仮
名
で
書
か
れ
た
「
コ
ン
バ
ン
ハ
。
」
と
い
う
日
本
人
支
配
者
の
言

語
が
共
通
語
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
は
、
異
民
族
と
し
て
扱
わ
れ
る
ロ
シ
ア
人
の

日
本
語
の
運
用
が
熟
練
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
租
借
権
の
転
換
に
よ
る
異
種
混
淆

の
形
成
を
暗
示
し
、
植
民
地
で
暮
ら
し
て
い
る
各
民
族
が
、
植
民
地
の
異
種
混
淆

性
に
直
面
す
る
日
常
と
い
う
客
観
的
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
「
叙
景
」
が
休
日
の
風
景
か
ら
一
転
し
、
「
彼
」
の
「
内
地
」
に
お

い
て
苦
悶
す
る
「
お
き
ま
り
の
下
級
会
社
員
の
生
活
」
の
様
子
を
、
「
裏
町
の
暗

い
借
家
、
間
尺
の
合
は
な
い
障
子
、
破
れ
た
襖
、
裏
の
物
干
棹
に
か
ゝ
つ
た
お
し
、
、

め、
」
と
描
き
出
し
、
笑
声
や
笑
顔
の
溢
れ
る
「
極
楽
で
あ
つ
た
」
植
民
地
生
活
と

強
烈
な
対
比
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
物
語
は
つ
づ
い
て
、
「
内
地
で
、
一
生
、
い

く
ら
勤
め
た
所
で
、
と
て
も
、
今
の
自
分
位
の
生
活

く

ら

し

は
で
き
な
」
い
と
認
め
つ
つ

も
、
「
彼
」
の
「
内
地
」
へ
帰
還
す
る
決
意
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

彼
は
、
子
供
達
が
も
う
少
し
、
成
長
す
る
の
を
待
つ
て
、
日
本
に
帰
ら
う

と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
ま
だ
日
本
を
知
ら
な
い
子
供
達
に
、
彼
等
の
父
の

生
れ
た
国
を
見
せ
る
た
め
に
、
雨
戸
と
い
ふ
も
の
、
阿
屋
、
築
山
と
い
ふ
も
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の
を
見
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
か
ら
、
老
年
は
、
ど
う
し
て
も
彼
の
故
郷
の
蜜

柑
と
小
川
と
遠
い
海
と
の
さ
ゝ
や
か
な
風
景
の
中
に
小
さ
な
家
で
も
た
て
ゝ

暮
し
た
い
と
い
ふ
彼
自
身
の
如
何
に
も
日
本
人
ら
し
い
望
み
の
た
め
に
。

…
…
…
…
…
…

（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
七
九
～
八
〇
頁
） 

こ
こ
で
は
、
「
彼
」
の
独
白
を
借
り
て
、
「
ま
だ
日
本
を
知
ら
な
い
子
供
達
」
を

「
父
の
生
れ
た
国
」
に
帰
ら
せ
、
植
民
地
に
は
な
い
風
物
の
「
雨
戸
」
「
阿
屋
」
「
築

山
」
を
見
せ
る
決
心
、
さ
ら
に
「
故
郷
の
蜜
柑
と
小
川
と
遠
い
海
と
の
さ
ゝ
や
か
な

風
景
の
中
に
小
さ
な
家
で
も
た
て
ゝ
暮
し
た
い
」
念
願
を
「
日
本
人
ら
し
い
望
み
」

と
述
べ
て
、
幸
福
な
植
民
地
生
活
と
は
矛
盾
し
た
心
境
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

『
Ｄ
市
』
の
登
場
人
物
は
、
い
ず
れ
も
〈
出
稼
ぎ
者
〉
と
の
性
格
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
物
語
は
「
〈
出
稼
ぎ
〉
〈
寄
生
〉
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
彼
ら
の

根
無
草
・
デ
ラ
シ
ネ
の
不
安
定
さ
が
は
っ
き
り
と
ら
え
ら
れ
る
し
か
け
に
な
っ
」

た
と
鷺
只
雄
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

（
２
２
）

子
供
達
が
知
ら
な
い
日
本
の
風
景
を
引

用
文
で
提
示
し
た
の
は
、「
内
地
」
か
ら
来
た
〈
出
稼
ぎ
者
〉
の
一
員
で
あ
る
「
彼
」

は
、
異
郷
の
「
Ｄ
市
」
で
過
ご
す
生
活
に
幸
福
を
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
純

血
」
の
日
本
文
化
を
守
る
宗
主
国
で
あ
る
故
郷
の
生
活
と
大
き
な
差
異
を
感
じ
て

お
り
、
〈
出
稼
ぎ
者
〉
と
し
て
の
「
彼
」
は
、
異
種
混
淆
の
植
民
地
生
活
へ
の
帰

属
感
が
高
く
な
い
こ
と
が
、
そ
の
複
雑
な
心
境
か
ら
読
み
取
れ
る
。 

さ
ら
に
、
中
島
は
物
語
の
第
一
部
分
で
、
戯
画
化
さ
れ
た
植
民
地
権
力
者
の
生

活
に
潜
ん
で
い
る
不
安
定
性
を
捉
え
て
お
り
、
本
部
分
で
も
「
そ
ん
な
幸
福
に
ほ

ん
と
に
自
分
が
値
す
る
か
ど
う
か
を
臆
病
さ
う
に
疑
つ
て
見
る
も
の
だ
」
と
の
表

現
を
も
っ
て
、
「
南
満
洲
の
王
様
」
か
ら
一
社
員
ま
で
の
宗
主
国
民
に
共
有
さ
れ

て
い
る
不
安
と
、
そ
れ
に
よ
る
植
民
地
支
配
へ
の
懐
疑
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
。 

最
後
に
注
目
す
る
の
は
、
「
彼
の
家
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
つ
た
」
と
い
う
主

人
公
の
信
仰
を
め
ぐ
る
設
定
で
あ
る
。
中
島
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
代
表

的
な
先
行
研
究
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
奥
野
政
元
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
師

の
叔
父
・
翊

た
す
く

を
生
涯
尊
敬
し
た
中
島
は
、
断
片
『
病
気
に
な
つ
た
時
の
こ
と
』
で

は
「
存
在
の
不
安
と
い
っ
た
感
覚
的
実
体
の
う
ち
に
は
、
明
確
に
自
覚
化
さ
れ
な

い
な
が
ら
も
、
自
己
の
罪
悪
と
い
う
要
因
が
、
歴
然
と
認
め
ら
れ
る
」
と
「
狼
疾
」

（
２
３
）

の
全
体
像
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
期
作
品
『
弟
子
』
の
物
語
に
お
け
る
孔
子

と
子
路
の
師
弟
関
係
が
、
「
聖
書
の
イ
エ
ス
と
そ
の
弟
子
達
と
の
関
係
性
に
も
比

較
し
得
る
要
素
に
つ
な
が
っ
て
く
る
」
と
中
島
文
学
の
宗
教
的
な
解
読
に
注
目
し

て
い
る
。

（
２
４
） 

第
二
部
分
の
場
合
に
は
、
〈
東
洋
〉
に
お
け
る
植
民
地
「
Ｄ
市
」
と
い
う
舞
台

に
、
「
彼
」
一
家
が
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
で
あ
る
と
の
〈
西
洋
〉
か
ら
伝
わ
っ
て

き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
あ
る
異
種
的
身
分
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う

見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
設
定
か
ら
物
語
の
筋
を
辿
る
と
、
お
そ
ら
く
『
旧
約
聖

書
』
で
述
べ
ら
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
エ
ジ
プ
ト
で
の
苦
難
、
ま
た
そ
こ
か
ら
の

エ
ク
ソ
ダ
ス
を
連
想
し
や
す
い
。
「
彼
」
一
家
は
「
エ
ジ
プ
ト
」
の
東
京
か
ら
脱

出
し
、
「
紅
海
」
の
日
本
海
を
渡
っ
て
「
シ
ナ
イ
山
」
に
も
比
べ
ら
れ
る
「
Ｄ
市
」

へ
移
住
し
、
そ
こ
で
新
し
い
生
活
を
始
め
る
と
、
そ
の
経
歴
を
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の

エ
ジ
プ
ト
脱
出
が
記
さ
れ
た
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。 

こ
う
し
た
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
に
、
植
民
地
に
お
い
て
外
来
宗
教
と
も
見
な
せ
る

キ
リ
ス
ト
教
が
、
「
叙
景
」
の
一
部
と
な
っ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
第
二
部
分

の
物
語
を
キ
リ
ス
ト
教
的
文
化
事
象
か
ら
読
解
で
き
る
可
能
性
を
示
す
一
方
、
宗

主
国
民
で
あ
る
「
彼
」
一
家
の
信
仰
と
植
民
地
に
来
る
ま
で
の
経
歴
か
ら
、
「
Ｄ

市
」
の
文
化
上
に
お
け
る
異
種
混
淆
性
も
見
て
取
れ
る
。 
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四 

悲
惨
な
暗
面
に
置
か
れ
た
被
支
配
階
級 

 

第
三
部
分
で
は
、
二
人
の
失
業
苦
力
が
「
閑
散
期
」
に
入
っ
た
「
Ｄ
市
」
で
新

た
な
仕
事
を
探
す
が
見
つ
か
ら
ず
、
中
国
人
街
で
無
銭
飲
食
に
よ
り
殴
打
さ
れ
る

と
い
う
劇
的
な
物
語
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
で
、
二
人
の
苦
力
が
働
い
て
い

る
埠
頭
の
異
色
な
風
景
を
次
の
よ
う
に
呈
し
て
い
る
。 

そ
の
ス
カ
ッ
パ
ー
・
ホ
ー
ル
か
ら
ご
ぼ
〳
〵
濁
つ
た
海
に
落
ち
こ
む
灰
色

の
排
水
、
埠
頭
の
二
階
か
ら
、
ハ
ッ
チ
の
上
に
の
ぞ
き
こ
ん
だ
小
型
の
起
重

機
。
塵
と
芥
の
淀
み
の
中
に
繋
が
れ
て
朽
ち
か
ゝ
つ
た
、
い
く
つ
か
の
サ
ン

パ
ン
。
〔
中
略
〕
風
の
死
ん
だ
此
の
風
景
の
底
に
、
海
は
、
は
げ
し
く
日
を

照
り
か
へ
し
て
、
油
の
様
に
ト
ロ
リ
と
重
く
淀
ん
で
居
た
。
（
『
中
島
敦
全

集
』
第
二
巻
、
八
一
頁
） 

埠
頭
の
「
叙
景
」
で
は
、
呼
吸
も
難
し
く
な
る
よ
う
な
「
淀
ん
で
居
た
」
景
色

が
描
か
れ
、
「
灰
色
の
排
水
」
や
、
「
塵
と
芥
の
淀
み
の
中
」
の
サ
ン
パ
ン
な
ど

の
汚
ら
わ
し
い
描
写
に
よ
り
、
宗
主
国
民
の
生
活
環
境
と
は
鮮
明
な
対
比
が
示
さ

れ
、
植
民
地
風
景
の
不
気
味
な
裏
面
を
露
呈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
風
が
死
ん
だ

此
の
風
景
」
と
い
う
擬
人
法
で
、
物
語
に
絶
望
感
を
感
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
作
意

も
読
み
取
れ
る
。 

二
人
の
失
業
苦
力
は
、
埠
頭
か
ら
中
国
人
街
に
お
け
る
露
天
市
場
の
「
ひ
ど
く

蒸
れ
た
尿
臭
の
す
る
狭
い
横
町
」
へ
行
っ
て
、
次
の
よ
う
な
風
景
を
目
に
す
る
。 

痔
疾
や
性
病
の
薬
の
広
告
の
側
に
、
破
れ
た
硝
子
に
入
れ
た
疾
患
の
局
部

の
模
型
が
列
ん
で
居
た
。
う
す
赤
く
、
肉
色
を
し
て
、
所
々
黄
褐
色
に
爛
れ

た
そ
の
模
型
の
下
に
、
人
々
は
集
つ
て
、
珍
し
さ
う
に
見
上
げ
て
居
た
。
商

人
と
、
職
人
と
、
苦
力
と
売
春
婦
と
、
片
眼
が
三
四
寸
も
だ
ら
り
と
と
び
出

し
て
下
つ
て
居
る
乞
食
と
。
彼
等
は
、
屠
ら
れ
た
豚
の
血
と
、
金
蠅
と
、
青

く
さ
く
涸
れ
た
溝ど

ぶ

と
、
黄
や
赤
の
煤
け
た
招
牌
と
の
間
を
の
ろ
〳
〵
と
暑
さ

う
に
歩
い
て
行
つ
た
。
道
傍
で
は
「
上
海
大
戯
場
」
と
印
し
た
芝
居
の
広
告

ビ
ラ
の
下
で
、
白
い
豚
の
腸
を
、
の
ば
し
た
り
、
ち
ゞ
め
た
り
し
て
、
し
き

り
に
洗
つ
て
居
る
男
が
居
た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
八
五
頁
） 

こ
こ
に
登
場
し
た
「
上
海
大
戯
場
」
の
原
型
を
考
察
す
る
と
、
「
市
場
正
門
の

右
側
に
「
上
海
大
戯
院
」
と
云
ふ
常
設
映
画
館
が
有
る
。
大
連
に
於
け
る
唯
一
の

支
那
映
画
館
で
あ
る
」
と
い
う
現
地
日
本
人
に
よ
る
記
述
や
、

（
２
５
）

華
字
新
聞
の
『
泰

東
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
（
図
二
参
照
）

（
２
６
）

に
よ
り
、
当
時
大
連
小
崗
子
の
露

天
市
場
に
位
置
し
て
い
た
映
画
館
の
上
海
大
戯
院
を
原
型
に
し
た
可
能
性
が
高
い

の
で
、
中
国
人
街
の
「
叙
景
」
は
全
く
の
虚
構
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
現
実

世
界
で
異
文
化
が
体
験
で
き
る
場
所
で
あ
る
中
国
人
街
を
原
型
に
、
中
島
は
「
豚

の
血
」
「
金
蠅
」
「
黄
や
赤
の
煤
け
た
招
牌
」
な
ど
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不

潔
な
表
象
を
不
気
味
な
視
覚
表
現
と
し
て
羅
列
し
て
い
る
一
方
、
苦
力
た
ち
が
失

業
に
よ
り
直
面
す
る
未
知
な
る
運
命
を
、
そ
れ
ら
の
表
現
に
も
統
合
し
よ
う
と
試

み
て
い
る
。 

そ
う
し
た
中
国
人
街
の
「
叙
景
」
で

は
、
「
痔
疾
」
、
「
性
病
」
、
「
う
す

赤
く
、
肉
色
を
し
て
、
所
々
黄
褐
色
に

爛
れ
た
」
疾
患
模
型
や
「
片
眼
が
三
四

寸
も
だ
ら
り
と
と
び
出
し
て
下
つ
て
居

る
乞
食
」
な
ど
の
疾
病
表
象
が
焦
点
化

さ
れ
て
い
る
。
宗
主
国
民
の
生
活
と
比

図⼆ 上海⼤戯院の広告 
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べ
て
、
こ
れ
ら
の
事
物
に
よ
り
甚
だ
し
く
病
的
な
被
支
配
者
像
が
読
者
に
提
示
さ

れ
て
い
る
。
近
代
社
会
の
〈
文
明
開
化
〉
に
よ
る
「
健
康
と
病
気
を
対
立
さ
せ
る

構
造
」
は
、
「
病
原
あ
る
い
は
病
気
と
い
う
「
想
像
的
な
主
体
」
（
マ
ル
ク
ス
）

が
制
度
的
に
支
配
し
は
じ
め
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
」
と
柄
谷
行
人
が
説
い
て
い

る
よ
う
に
、

（
２
７
）

不
潔
と
疾
病
を
暴
露
し
た
第
三
部
分
の
中
国
人
街
「
叙
景
」
で
は
、

植
民
地
統
治
に
お
け
る
被
支
配
民
族
の
衛
生
観
念
の
欠
如
、
ま
た
医
学
と
い
う
現

代
文
明
の
被
支
配
階
級
に
お
け
る
欠
如
を
冷
静
な
筆
調
で
記
録
し
て
お
り
、
前
の

二
つ
の
物
語
に
登
場
し
た
宗
主
国
民
の
生
活
と
鮮
明
な
対
立
を
な
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
「
疾
患
の
局
部
の
模
型
」
を
見
て
い
る
一
員
で
あ
る
中
国
人
売
春
婦

の
形
象
が
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

此
の
あ
た
り
に
特
に
多
い
売
春
婦
た
ち
も
、
白
粉
の
斑
ら
な
頬
を
し
て
、

之
を
眺
め
て
居
た
。
曲
芸
師
の
猥
褻
な
口
上
の
度
每
に
、
彼
女
等
は
面
白
さ

う
に
崩
れ
た
歯
齦
を
見
せ
て
笑
つ
た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
八
五

頁
） 

植
民
地
売
春
婦
像
は
、
中
島
の
ほ
か
の
初
期
作
品
で
も
表
現
さ
れ
て
お
る
。
例

え
ば
、
大
学
時
の
一
九
三
二
年
に
京
城
の
朝
鮮
人
色
街
に
行
っ
た
体
験
が
あ
る
彼

は
以
後
、

（
２
８
）

中
学
時
代
を
暮
ら
し
た
植
民
地
朝
鮮
を
舞
台
に
『
プ
ウ
ル
の
中
で
』
を

創
作
し
た
。
作
中
で
は
、
「
描
眉
毛
も
う
す
く
、
鼻
も
う
す
く
、
唇
も
う
す
く
、

耳
も
肉
が
な
く
、
小
さ
か
つ
た
が
、
大
き
な
朝
鮮
人
ら
し
く
な
い
、
く
り
〳
〵

、
、
、
、
し

た
眼
付
が
割
に
そ
の
顔
を
派
手
に
し
て
ゐ
た
」
と
朝
鮮
人
売
春
婦
少
女
の
顔
を
描

き
出
し
て
い
る
。

（
２
９
） 

そ
れ
と
比
べ
て
、
第
三
部
分
の
失
業
苦
力
に
「
最
後
の
金
を
出
し
て
買
」
わ
れ
、

「
そ
の
女
の
肌
は
こ
ん
な
風
に
白
く
て
彈
力
が
あ
つ
た
」
と
、
苦
力
に
性
的
満
足

を
与
え
た
異
種
混
淆
の
風
景
の
一
部
と
な
る
「
Ｄ
市
」
の
売
春
婦
像
は
、
「
白
粉

の
斑
ら
な
頬
」
や
「
面
白
さ
う
に
崩
れ
た
歯
齦
」
と
の
醜
悪
な
形
象
が
与
え
ら
れ

て
、
ま
た
彼
女
ら
が
「
曲
芸
師
の
猥
褻
な
口
上
」
を
笑
う
仕
草
も
、
嫌
悪
感
を
催

す
よ
う
に
描
き
出
し
て
い
る
。
中
国
人
街
の
不
潔
感
を
売
春
婦
を
通
し
て
強
調
す

る
こ
と
が
、
異
種
感
を
強
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。 

最
後
に
、
苦
力
た
ち
が
無
銭
飲
食
を
す
る
料
理
店
の
中
の
「
叙
景
」
も
、
第
三

部
分
で
念
入
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
猫
の
屍
を
下
処
理
す
る
場
面
が
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

料
理
人
は
先
づ
猫
の
頸
の
あ
た
り
の
動
脈
を
切
開
い
た
。
血
が
勢
ひ
よ
く

迸
り
出
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
、
そ
の
血
だ
ら
け
の
猫
の
腹
を
巧
妙
な
手
つ
き

で
揉
み
初
め
た
。
そ
し
て
一
と
ほ
り
血
を
側
の
桶
の
中
に
絞
り
出
し
て
了
ふ

と
、
今
度
は
厨
刀
の
先
端
を
猫
の
下
顎
に
入
れ
て
、
そ
れ
を
グ
ー
ツ
と
腹
部

か
ら
尻
尾
ま
で
切
り
下
げ
て
、
肉
片
の
つ
い
た
尾
骨
を
叩
き
斬
り
、
か
へ
す

刀
で
、
皮
と
肉
と
の
間
を
二
三
度
器
用
な
厨
刀
を
入
れ
る
と
も
う
、
カ
バ
〳

〵
の
皮
と
真
赤
な
肉
片
と
に
分
れ
て
了
つ
た
。
そ
れ
か
ら
四
肢
の
関
節
を
外

し
、
胸
壁
の
中
に
指
を
入
れ
て
、
肺
臓
を
ゑ
ぐ
り
出
し
て
、
腸
と
一
緒
に
、

そ
れ
を
桶
の
中
に
投
げ
こ
ん
で
か
ら
、
水
で
一
洗
ひ
す
る
と
、
既
に
立
派
な

食
用
肉
が
出
来
上
つ
て
居
る
の
で
あ
つ
た
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、

八
六
～
八
七
頁
） 

引
用
文
で
は
、
中
国
人
街
の
料
理
屋
で
、
日
本
で
は
常
食
と
認
め
ら
れ
な
い
血

ま
み
れ
の
猫
肉
が
下
処
理
さ
れ
、
食
材
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
細
大
漏
ら
さ
ず
描

写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
描
写
は
、
中
島
の
被
支
配
民
族
へ
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
認
識
を
示
し
て
い
る
と
と
も
に
、
宗
主
国
民
で
あ
る
日
本
人
か
ら
見
た
植
民
地

社
会
の
「
異
種
」
で
あ
る
中
国
人
の
〈
他
者
〉
性
を
強
調
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
一
方
、
下
処
理
の
場
面
を
詳
し
く
描
い
た
表
現
も
、
搾
取
さ
れ
つ
づ
け
る
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植
民
地
苦
力
が
、
猫
肉
の
よ
う
に
俎
上
に
載
せ
ら
れ
、
植
民
者
の
下
処
理
を
待
つ

し
か
な
い
境
遇
を
暗
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

物
語
に
お
け
る
植
民
地
支
配
の
残
酷
さ
が
、
異
種
混
淆
の
植
民
地
風
景
に
お
い

て
、
汚
ら
わ
し
い
中
国
人
街
で
の
猫
肉
の
下
処
理
と
い
う
「
殺
伐
」
と
し
た
表
現

か
ら
読
み
取
れ
る
。
一
方
、
植
民
地
支
配
に
服
従
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

物
語
の
中
で
も
現
実
世
界
で
も
宗
主
国
民
の
幸
福
と
全
く
無
縁
で
あ
る
被
支
配
者

の
悲
惨
な
運
命
が
、
引
用
文
で
細
か
く
表
現
さ
れ
た
血
ま
み
れ
の
「
叙
景
」
と
も

呼
応
し
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
の
考
察
で
は
、
失
態
を
演
ず
る
最
高
権
力
者
の
目
を
通
し
て
見
た
異
文
化

の
入
り
混
じ
っ
た
「
Ｄ
市
」
の
風
景
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
宗
主
国
民
が
家

族
と
過
ご
す
幸
福
な
休
日
、
ま
た
不
潔
と
疾
病
が
満
ち
て
い
る
中
国
人
街
の
無
慙

な
諸
相
な
ど
の
、
『
Ｄ
市
』
の
三
つ
の
部
分
に
お
け
る
植
民
地
表
象
を
そ
れ
ぞ
れ

取
り
扱
い
、
追
っ
て
中
島
の
作
意
を
植
民
地
大
連
の
歴
史
と
作
家
の
大
連
体
験
か

ら
検
討
し
た
。
先
行
研
究
で
多
く
分
析
さ
れ
て
い
る
『
Ｄ
市
』
物
語
に
お
け
る
植

民
地
支
配
批
判
は
、
本
稿
の
考
察
を
通
じ
て
、
異
種
混
淆
に
よ
り
さ
ら
に
問
題
が

鋭
角
化
さ
れ
、
植
民
地
諸
民
族
・
階
級
間
格
差
の
暴
露
に
よ
り
、
物
語
に
お
け
る

植
民
地
批
判
の
主
要
な
構
成
要
素
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

『
Ｄ
市
』
は
、
植
民
地
大
連
の
実
態
に
基
づ
き
、
皮
肉
を
込
め
て
描
か
れ
て
い

る
植
民
地
の
最
高
権
力
者
の
苦
悩
と
、
入
植
し
た
宗
主
国
民
の
幸
福
な
植
民
地
生

活
に
対
す
る
懐
疑
、
ま
た
被
支
配
者
で
あ
る
中
国
人
の
不
幸
な
生
存
状
態
を
物
語

り
、
三
齣
の
悲
喜
劇
を
通
じ
て
多
面
的
な
性
格
を
持
つ
植
民
地
社
会
の
異
種
混
淆

を
表
現
し
、
さ
ら
に
異
種
性
を
持
つ
植
民
地
表
象
の
構
築
に
よ
り
、
植
民
地
支
配

の
様
相
を
暴
露
す
る
努
力
が
見
い
だ
せ
る
。 

一
方
、
支
配
権
を
持
つ
宗
主
国
民
と
支
配
権
な
し
の
被
支
配
者
の
地
位
・
階
級

に
よ
る
生
活
上
の
大
き
な
格
差
と
、
被
支
配
者
の
苦
境
が
無
視
さ
れ
た
不
幸
な
生

活
環
境
と
い
う
権
力
の
有
無
に
よ
る
格
差
の
形
成
が
、
物
語
で
も
「
Ｄ
市
」
の
異

種
混
淆
性
が
成
り
立
つ
一
環
で
あ
る
と
提
示
し
て
い
る
。 

総
合
す
る
と
、
物
語
に
お
け
る
幸
福
と
悲
惨
が
交
錯
し
た
異
種
混
淆
の
植
民
地

表
象
が
、
作
家
自
身
の
植
民
地
認
識
と
思
考
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
複

雑
な
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
島
の
植
民
地
体
制
に
搾
取
さ
れ
て
い

る
中
国
人
に
対
す
る
観
察
も
、
「
叙
景
」
に
お
け
る
異
種
混
淆
の
形
成
に
影
響
を

与
え
た
。
一
言
で
い
う
と
、
中
島
が
実
体
験
を
も
と
に
、
深
い
洞
察
力
を
も
っ
て

注
視
し
た
民
族
別
居
住
分
化
と
生
活
状
態
の
格
差
な
ど
の
、
植
民
地
大
連
に
お
け

る
民
族
・
階
級
間
の
不
平
等
を
め
ぐ
っ
て
は
、
作
品
に
お
け
る
異
種
混
淆
の
植
民

地
表
象
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
を
よ
り
よ
く
描
き
出
そ
う
と
す
る
作
家
の
意
図
が

う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。 

中
島
の
生
涯
を
観
れ
ば
、
数
多
く
の
秀
作
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
Ｄ

市
』
に
お
け
る
植
民
地
表
象
の
異
種
混
淆
性
を
考
察
し
た
が
、
ほ
か
の
中
島
植
民

地
文
学
に
お
け
る
異
種
混
淆
の
表
現
法
な
ど
の
さ
ら
な
る
検
討
す
べ
き
点
を
、
今

後
の
課
題
と
し
て
最
後
に
記
し
て
お
く
。 

 
注 （

１
） 
陸
嬋
は
、
小
説
で
「
大
連
」
と
い
う
明
確
な
地
名
を
つ
け
な
い
の
は
、
「
日
本
の
支

配
下
に
置
か
れ
る
半
植
民
地
の
都
市
像
の
肉
付
け
が
、
こ
の
作
品
に
は
不
要
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
陸
嬋
『
中
島
敦
研
究―

異
空
間
の
探
求
と
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表
象―

』
東
京
外
国
語
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
三
三
頁
） 

（
２
） 
山
本
条
太
郎

や
ま
も
と
じ
ょ
う
た
ろ
う

（
一
八
六
七
～
一
九
三
六
）
は
、
越
前

え
ち
ぜ
ん

（
福
井
県
）
出
身
の
明
治―

昭
和
時
代
前
期
の
実
業
家
、
政
治
家
。
一
九
二
七
年
政
友
会
幹
事
長
、
満
鉄
社
長

（
の
ち
総
裁
）
に
就
任
し
、
「
満
洲
」
開
発
を
す
す
め
た
。
（
上
田
正
昭
ほ
か
監

修
『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
九
六
頁
） 

（
３
） 

藤
村
猛
「
中
島
敦
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
㈠
」
論
」
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
三
四
、

二
〇
〇
六
年
二
月
、
一
頁
。 

（
４
） 

佐
々
木
充
『
中
島
敦
の
文
学
』
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
、
五
七
頁
。 

（
５
） 

川
村
湊
『
異
郷
の
昭
和
文
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
七
七
～
七
八
頁
。 

（
６
） 

安
福
智
行
「
「
Ｄ
市
七
月
叙
景
（
１
）
」
論―

「
満
洲
日
報
」
を
視
座
と
し
て―

」

『
京
都
語
文
』
八
、
二
〇
〇
一
年
十
月
、
八
三
頁
。 

（
７
） 

小
谷
汪
之
『
中
島
敦
の
朝
鮮
と
南
洋―

二
つ
の
植
民
地
体
験
』
岩
波
書
店
、
二
〇

一
九
年
、
一
五
～
一
六
頁
。 

（
８
） 

水
内
俊
雄
「
植
民
地
都
市
大
連
の
都
市
形
成―

１
８
９
９
～
１
９
４
５
年―

」
『
人

文
地
理
』
五
、
一
九
八
五
年
十
月
、
五
〇
頁
。 

（
９
） 

佐
藤
量
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
と
植
民
地
都
市―

大
連
市
の
事
例
か
ら―
」
『
立

命
館
言
語
文
化
研
究
』
一
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
一
一
二
頁
。 

（
10
） 

川
村
湊
『
狼
疾
正
伝 

中
島
敦
の
文
学
と
生
涯
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
年
、

八
二
～
八
三
頁
。 

（
11
） 

『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
三
四
二
～
三
四
三
頁
。 

（
12
） 

中
島
の
従
妹
・
荘
島
褧
子
は
、
「
敦
が
京
城
中
学
三
年
の
時
、
大
正
十
三
年
、
震

災
後
の
夏
休
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
大
学
生
だ
っ
た
従
兄
の
関
正
獻
に

連
れ
ら
れ
、
同
じ
従
兄
の
山
本
洗
と
一
緒
に
旅
順
に
い
た
私
ど
も
の
家
に
来
た
時

の
こ
と
で
す
。
一
ヶ
月
程
も
い
た
で
し
ょ
う
か
」
と
の
回
想
が
あ
り
（
荘
島
褧
子

「
敦
と
私
」
高
橋
英
夫
ほ
か
編
『
中
島
敦
全
集
』
別
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二

年
、
二
三
六
頁
）
、
郭
勇
は
、
「
初
め
て
中
国
へ
旅
立
っ
た
の
で
、
聡
明
で
好
奇

心
旺
盛
な
少
年
の
一
人
の
中
島
敦
は
、
旅
順
の
所
々
に
参
観
し
た
こ
と
が
想
像
で

き
る
だ
ろ
う
」
と
も
論
じ
て
い
る
。
（
郭
勇
『
中
島
敦
研
究―

―

〝
越
境
〟
的
文

学
』
上
海
交
通
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
、
七
三
頁
、
和
訳
＝
筆
者
） 

（
13
） 

「
中
島
敦
年
譜
」
『
中
島
敦
全
集
』
３
、
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
四
四
八
頁
。 

（
14
） 

朴
裕
河
は
、
『
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
』
を
分
析
対
象
に
、
漱
石
が
見
た
大
連
苦
力
を

「
汚
い
」
と
す
る
視
線
は
「
「
満
鉄
」
＝
帝
国
主
義
の
視
線
と
ま
っ
た
く
一
致
し
」
、

ま
た
「
差
異
化
＝
差
別
意
識
と
結
び
つ
い
て
、
日
本
の
帝
国
主
義
を
支
え
た
」「
文

明
」
意
識
は
、
「
清
潔
度
を
尺
度
に
し
て
非
衛
生
や
不
潔
を
排
除
す
る
〈
文
明
人
〉

と
し
て
の
自
己
確
認
」
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
（
朴
裕
河
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー―

―

漱
石
・
文
学
・
近
代
』
ク
レ
イ
ン
、
二
〇
〇

七
年
、
一
三
八
～
一
四
〇
頁
） 

（
15
） 

陳
佳
敏
「
人
間
認
識
の
場
と
し
て
の
植
民
地
体
験 

―

中
島
敦
「
Ｄ
市
七
月
叙
景

（
一
）
」
（
１
９
３
０
）
を
手
掛
か
り
と
し
て―

」
『
外
国
文
学
』
六
四
、
二
〇

一
五
年
三
月
、
二
七
頁
。 

（
16
） 

敷
島

し
き
し
ま

と
は
、
㈠
大
和
国
磯
城

し

き

郡
の
地
。
崇
神
天
皇
お
よ
び
欽
明
天
皇
の
都
が
あ
っ

た
と
い
う
。
㈡
大
和
の
国
を
さ
し
て
い
う
。
㈢
日
本
を
さ
し
て
い
う
。
㈣
和
歌
。

敷
島
道

し
き
し
ま
の
み
ち

の
略
と
古
語
で
意
味
し
て
い
る
。
磯
城
島
と
も
表
記
さ
れ
る
。
（
中
村

幸
彦
ほ
か
編
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
第
三
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
、
二
四

頁
）
現
代
語
で
は
日
本
全
体
を
指
す
場
合
が
多
い
。 

（
17
） 

佐
藤
定
勝
『
改
訂
版
世
界
地
理
風
俗
大
系 

満
洲
帝
国
篇
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一

九
三
七
年
、
四
七
六
頁
よ
り
転
載
。 

（
18
） 

黄
包
車

ワ
ン
ポ
ー
ツ

と
は
、
上
海
で
、
日
本
か
ら
伝
わ
っ
た
人
力
車
を
呼
ん
だ
語
。
ワ
ン
パ
ウ
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ツ
、
ワ
ン
ポ
ツ
と
も
表
記
さ
れ
る
。（
日
本
大
辞
典
刊
行
会
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
二
十
巻
、
小
学
館
、
一
九
七
六
年
、
七
〇
六
頁
） 

（
19
） 
原
文
一
字
分
欠
。
ち
く
ま
文
庫
版
に
よ
る
と
、
「
大
き
い
活
字
の
意
味
で
「
初
」

号
と
入
っ
た
か
」
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
（
『
中
島
敦
全
集
』
１
、
ち
く
ま
文
庫
、

一
九
九
三
年
、
三
四
七
頁
） 

（
20
） 

『
満
洲
日
報
』
掲
載
の
原
文
は
、
「
諸
君
が
能
く
先
進
国
民
た
る
の
襟
度
を
示
し

て
飽
く
迄
も
寛
容
を
持
す
る
と
共
に
、
其
分
を
知
ら
ざ
る
驕
傲
の
態
度
に
対
し
て

は
深
く
こ
れ
を
警
め
、
我
が
権
益
の
守
る
可
き
は
固
く
こ
れ
を
護
つ
て
、
中
国
国

民
が
信
を
列
強
に
失
ふ

を
避
け
し
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
で
あ
る
。 

（
21
） 

安
福
智
行
、
前
掲
論
文
、
七
四
頁
。 

（
22
） 

鷺
只
雄
『
中
島
敦
論―

―

「
狼
疾
」
の
方
法
』
有
精
堂
、
一
九
九
〇
年
、
七
二
～

七
三
頁
。 

（
23
） 

「
狼
疾
」
と
は
、
『
孟
子
・
告
子
上
』
の
「
養

 

ツ
テ

二

其
 

ノ

一
指

 

ヲ
一

、
而

 

シ
テ

失

 

ヒ
二

其

 

ノ

肩
背

 

ヲ
一

、
而

 

シ
テ

不

 

レ
バ

レ

知

 

ラ

也
、
則

 

チ

為

 

リ
二

狼
疾

 

ノ

人
一

也
」
を
出
典
と
し
、
中
島
の
「
現
実
の
世
界
や
人
間

存
在
を
見
失
っ
て
し
ま
う
人
間
の
こ
と
」
、
ま
た
「
他
者
と
は
違
っ
た
「
自
分
」

で
あ
る
こ
と
の
驚
き
、
あ
る
い
は
孤
独
感
」
を
指
す
。
（
川
村
湊
、
前
掲
書
、
二

〇
〇
九
年
、
四
六
～
四
七
頁
、
訓
点
は
島
田
鈞
一
『
孟
子
全
解
』
上
巻
、
有
精
堂
、

一
九
四
八
年
、
四
四
九
頁
に
よ
る
） 

（
24
） 

奥
野
政
元
「
中
島
と
キ
リ
ス
ト
教
」
勝
又
浩
ほ
か
編
『
昭
和
作
家
の
ク
ロ
ノ
ト
ポ

ス 

中
島
敦
』
双
文
社
、
一
九
九
二
年
、
九
〇
～
九
六
頁
。 

（
25
） 

大
野
斯
文
「
露
天
市
場
考
」
『
満
蒙
』
二
、
一
九
二
九
年
二
月
、
八
二
頁
。 

（
26
） 

『
泰
東
日
報
』
第
六
四
八
七
号
、
一
九
二
九
年
五
月
十
六
日
、
五
面
よ
り
転
載
。 

（
27
） 

柄
谷
行
人
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
三
六
頁
。 

（
28
） 

京
城
時
代
の
同
級
生
で
あ
る
山
崎
良
幸
は
、
「
昭
和
七
年
、
〔
中
略
〕
中
島
君
が

京
城
の
私
の
下
宿
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
〔
中
略
〕
夜
、
「
付
い
て
来
る
な
」
と

言
っ
て
自
分
は
色
街
に
行
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
模
様
を
こ
と
細
か
に
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
〔
中
略
〕
な
お
彼
は
新
町
の
日
本
人
用
の
方
に
は
行
か
ず
、
韓
国
人
用

の
方
に
行
っ
た
よ
う
」
と
回
想
し
て
い
る
。
（
山
崎
良
幸
「
中
島
君
を
憶
う
」
田

鍋
幸
信
編
著
『
中
島
敦
・
光
と
影
』
新
有
堂
、
一
九
八
九
年
、
一
八
八
頁
） 

（
29
） 

『
中
島
敦
全
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
一
八
頁
。 

 

付
記 

本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
集
会
（
二
〇
二
三
年
七
月

八
日
、
広
島
大
学
）
に
お
け
る
発
表
を
も
と
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

席
上
と
査
読
の
際
、
多
く
の
貴
重
な
御
意
見
を
頂
い
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。 

な
お
、
テ
ク
ス
ト
は
『
中
島
敦
全
集
』
第
二
～
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）
に

拠
っ
た
。
引
用
文
中
の
略
・
註
は
、
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
引
用
の
際
、
旧

字
を
適
宜
新
字
に
改
め
た
。 

 

（
え
ん 

せ
い
こ
う
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
） 
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